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研究成果の概要（和文）：自伝的記憶を想起すると、場合によっては抑うつ的な気分が生じることがある。その際、自
己開示と自己注目によって、抑うつが増減することが考えられる。このプロセスを検討した。自伝的記憶の後、自己開
示すると抑うつが低減されやすかった。また自己注目は、反芻と省察に分けられるとされているが、反芻は抑うつを高
める一方、省察は間接的に抑うつを低めていた。

研究成果の概要（英文）：Autobiographical memory sometimes induces depression. Self-disclosure and self-foc
us may mediate and moderate the relationship between autobiographical memory and depression. This study ex
amined the process. Self-disclosure decreased depression. Self-focus is divided into rumination and reflec
tion. While rumination enhanced depression, reflection decreased depression indirectly.
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１．研究開始当初の背景 
（１）自伝的記憶研究 
 自伝的記憶（autobiographical memory）
とは、自分自身についての事項に関する記憶
をいう。この自伝的記憶は、近年、心理学に
おいて急激に研究発表件数が数多くなって
きている(cf. 佐藤他, 2008)。さらに本来の
記憶研究ばかりでなく、認知、感情、発達、
社会などさまざまな心理学の領域において
取り上げられるテーマとなっている。つまり、
研究の数が増えているばかりでなく、その広
がりも極めて広いトピックスとなっている。 
（２）否定的な自伝的記憶の想起が抑うつ感
を促進 
 人はストレスを受けて、精神的健康を害し
てしまうことがある。この際、否定的な過去
の出来事、すなわち否定的な自伝的記憶を想
起することが、精神的健康を左右する。たと
えば、ストレス状態にあると、過去の否定的
な出来事を必要以上に想起してしまい、精神
的健康が低下してしまうことがある。こうし
た現在の否定的な出来事がその出来事と類
似した過去の出来事の想起をもたらし、その
想起が（主としてマイナス方向への）ストレ
ス変化をもたらし(竹田・小口, 2009)、抑う
つ感を高めることを研究代表者は明らかに
している。 
ここで、過去の否定的自伝的を想起しない

ことが、精神的健康につながるのだとすれば、
いかにしてこの想起を低減させるかが重要
となってくる。そこで本研究では、２つの点
から検討していきたい。一つが自己開示によ
る想起・抑うつ感の低減であり、もう一つが
自己注目による想起・抑うつ感の増大である。 
 

２．研究の目的 
（１）「自己開示が想起を妨げ、抑うつを軽
減するであろう」  
自己開示研究においては、自己開示が精神

的健康に及ぼす効果が明らかにされている。
その一つとして、自己開示をすることによっ
て侵入的思考が低減することが示唆されて
いる(cf. Major & Gramzow, 1999)。こうし
た研究から、ストレス下において、過去の否
定的な自伝的記憶を想起した場合、対処方略
として自己開示がとられるであろう。また、
実際に自己開示したりすることによって抑
うつ感が軽減されると推測できる。本研究で
はこの２点を検討するため、仮説１と仮説２
を立て検討する。（仮説１）過去の否定的自
伝的記憶の想起は、自己開示を高めるであろ
う。（仮説２）自己開示は、抑うつ感を低下
させるであろう。 
自伝的記憶においても、自己開示を検討し

ていく必要性は強く認識されている。すなわ
ち、自伝的記憶研究は急速に進展してはいる
ものの、自伝的記憶を他者に話すことが重要
なテーマであると認識されていながら、従来
の研究ではほとんど着手されていない（太田, 
2008）。このため、本研究において、自伝的

記憶を他者に伝えること（自己開示するこ
と）がどのような影響を持つのかを明らかに
することは、自伝的記憶研究自体においても
大きな意義がある。 
（２）「自己注目が想起を促進し、抑うつ感
を高めるであろう」 
 さらに、抑うつ感を規定する個人要因とし
て、竹田・小口（2010）では自己統制感を取
り上げ、自己統制感が高い人は、自己統制感
が低い人に比べて、抑うつ感が高くなりやす
いことを確かめている。一般に、自己統制感
の高さは、さまざまな肯定的な行動と結びつ
きやすいことが知られている。ところがこと
否定的な自伝的記憶の想起に関しては、自己
統制感を強く抱かないことが、あるいは過剰
な自己統制感を持たないことが抑うつ感の
軽減に寄与することを明らかにした。 
そこで本研究では、自己統制感と関連した

要因であり、特に抑うつ感との関わりが高い
ことが明らかにされている自己注目を要因
として取り上げる。自己注目が抑うつ感を高
めることは従来の研究で確かめられている
(cf. 坂本, 2009)。その自己注目としての没
入傾向(Trapnell & Campbell, 1999)の中で
も、内省傾向ではなく反芻傾向が否定的自伝
的記憶の想起や抑うつ感を高めていると予
測できる。その場合、自己注目は直接的に抑
うつ感を高めるばかりでなく、想起を媒介し
て抑うつ感を高めていると予測できる。そこ
で以下のような仮説を立てる。 
（仮説３）自己注目は想起を促進するであ
ろう。（仮説４）自己注目は、想起を媒介し
て、抑うつ感を高めるであろう。 
（３）自伝的記憶の機能 
先行研究の小口・竹田・原島(2010)の興味

深い結果として、調査対象の数パーセントの
人が自伝的記憶を想起することによって、ス
トレス低減することが認められた。つまり自
伝的記憶をポジティヴに活用していると考
えられる。過去の出来事を否定的ではなく肯
定的なものと捉えている可能性がある。ある
いは自伝的記憶の機能(Cohen, 1998)を意識
的あるいは無意識的に活用しているのでは
ないかとも推測される。具体的には、自伝的
記憶の気分の制御や自己概念の維持機能で
はなく、問題解決機能が想起・抑うつ感を低
減させていると考えられる（仮説５）。そこ
で、Bluck et al.(2005)の自伝的記憶の機能
尺度(TALE)を用いて検討する。（仮説５）自
伝的記憶の問題解決機能は、想起・抑うつ感
を低減するであろう。 
本研究においては、自伝的記憶の想起から

抑うつに至るパスにおいて、過去の研究から、
媒介変数として自己開示、調整変数として自
己注目を想定して、これらの効果を検証する。 
  
３．研究の方法 
以上の研究目的に照らして、以下のような

研究を行った。文献研究を進めながら、研究
を実施する以前に立てた仮説モデルを精緻



化させて調査に入った。仮説モデルの各要因
を表す調査項目を策定した。 
既存の尺度があるものはそれを翻訳して

使用した。Bluck et al.の自伝的記憶の機能
尺度(TALE:Telling About Life Experience 
Scale)などである。既存の尺度でないものは
新たに作成し本研究に用いた。 
その上で、生成された仮説モデルを検証し、

さらに新たに作成した尺度の信頼性、妥当性
などを検証するために、インターネット調査
を実施した。調査は結果の一般化を高めるた
めに、年代、性別により対象者がほぼ同等の
数になるように、社会人を対象に実施した。
調査は膨大な調査対象者を有し、さらに調査
手法の観点からも信頼できる調査会社に依
頼した。本研究の基礎となる、自伝的記憶の
機能に関する研究、調整変数である自己注目
に関する研究を中心に行った。検証する変数
を絞った複数回のインターネット調査を行
った。 
さらに本研究で措定した変数間の関係が、

密接な関連をもって具体的な行動として表
出されていると考えられる移民の母国訪問
を取り上げた。一見すると関連のない研究内
容に見えるテーマであるが、本研究の変数間
の構造が行動指標として表れていると考え
られるためである。さらに、国際比較研究も
可能であったために、かかるテーマを研究開
始後に加え、検討していった。 
 
４．研究成果 
 多くの研究成果が得られたが、現在までの
ところ、研究成果として査読付きの国内学会
誌に２本掲載され、評価の高い海外査読誌に
１本の掲載が確定している。国内学会誌にも
１本が印刷中となっている。さらに現在学会
に投稿論文が２本ある。これらの他にも査読
論文を８本作成している。さらに数多くの国
内外での学会発表も行っている。 
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